
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】発泡体の潰れ残りが少なく、一定荷重で効率よ

く衝撃エネルギー吸収能ができるバンパ装置を提供する

。

【解決手段】衝撃エネルギー吸収体３をアルミニウム合

金材の中空押出形材より構成し、バンパリインホース２

と一部結合する。衝撃エネルギー吸収体３は断面中空の

六角形又は平行四辺形をなし、荷重受け面部および上下

壁部前面部の厚みが後壁部および上下壁部後面部の厚み

の１．２～３．５倍とすることで、衝撃を受けると、パ

ンタグラフ状に変形するとともに、自動車と歩行者との

衝突（又は接触）時、人体脚部と接する荷重受け面部６

とその周囲の前面部を、人体脚部を中心として後方へ曲

げ変形させてエネルギーを吸収し、潰れ残りが少なく、

一定荷重で効率よく衝撃エネルギー吸収ができる。

【選択図】　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
自 動 車 の 車 幅 方 向 に 延 在 す る バ ン パ リ イ ン ホ ー ス と 、 中 空 の 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 か ら な
り 、 荷 重 を 受 け る と 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 が バ ン パ リ イ ン ホ ー ス よ り も 先 に 変 形 す る 自 動
車 用 バ ン パ 装 置 で あ っ て 、 バ ン パ リ イ ン ホ ー ス と 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 と が 個 別 に 成 形 さ
れ て お り 、 断 面 多 角 形 の 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 の 前 面 部 の 肉 厚 が 後 面 部 の 肉 厚 よ り 大 で あ
る 自 動 車 用 バ ン パ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 が 断 面 略 六 角 形 又 は 略 菱 形 で あ り 、 そ の 前 面 部 の 肉 厚 が 後 面 部 の 肉
厚 の １ ． ２ ～ ３ ． ５ 倍 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 自 動 車 用 バ ン パ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
断 面 略 六 角 形 の 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 が 、 車 幅 方 向 に 延 在 し か つ 平 坦 な 荷 重 受 け 面 部 と 、
荷 重 受 け 面 部 の 後 方 に 離 間 対 向 し て 位 置 す る 平 坦 な 後 壁 部 と を 有 し 、 荷 重 受 け 面 部 の 肉 厚
が 後 壁 部 の 肉 厚 の ２ ～ ３ 倍 で あ る 請 求 項 ２ 記 載 の 自 動 車 用 バ ン パ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
荷 重 受 け 面 部 に つ づ く 上 壁 部 前 面 部 と 下 壁 部 前 面 部 の 肉 厚 が 後 壁 部 の 肉 厚 の ３ ． ５ 倍 で あ
る 請 求 項 ３ 記 載 の 自 動 車 用 バ ン パ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
断 面 略 菱 形 の 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 は 上 壁 部 前 面 部 と 下 壁 部 前 面 部 の 肉 厚 が 上 壁 部 後 面 部
と 下 壁 部 後 面 部 の 肉 厚 の ２ ～ ３ 倍 で あ る 請 求 項 ２ 記 載 の 自 動 車 用 バ ン パ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 が ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の 押 出 形 材 か ら な る 請 求 項 ４ 又 は ５ 記 載 の 自 動
車 用 バ ン パ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 歩 行 者 の 保 護 に 有 効 な 自 動 車 用 バ ン パ 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
自 動 車 用 バ ン パ 装 置 は 、 車 体 側 に 支 持 さ れ た バ ン パ リ イ ン ホ ー ス と 、 バ ン パ リ イ ン ホ ー ス
に 保 持 さ れ か つ 発 泡 ウ レ タ ン 等 の 弾 性 材 か ら な る 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 と か ら な る が 、 こ
の 構 成 は 特 開 平 １ １ － ２ ０ ８ ３ ８ ９ 号 公 報 に 開 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 は 、 対 壁 、 対 車 両 等 の 衝 突 時 の 衝 突 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す る 機 能 に 加
え て 、 歩 行 者 と の 衝 突 時 に 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 が 圧 縮 変 形 し 、 衝 突 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す
る 機 能 を 必 要 と す る 。
衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 は 、 走 行 中 の 自 動 車 と 歩 行 者 と が 接 触 し た 際 、 該 接 触 時 の エ ネ ル ギ
ー を 吸 収 し 、 歩 行 者 の 脚 部 を 保 護 す る 。 即 ち 、 自 動 車 と 歩 行 者 と の 衝 突 （ 又 は 接 触 ） 初 期
の 衝 撃 力 （ 荷 重 ） を 低 く 抑 え 、 歩 行 者 の 脚 部 障 害 を 低 減 さ せ る の に 、 発 泡 ウ レ タ ン 等 か ら
な る 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 は 欠 か せ な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
さ ら に は 、 車 両 の 対 壁 、 対 車 両 等 へ の 衝 突 時 の 高 衝 突 エ ネ ル ギ ー を 効 率 よ く 吸 収 し 、 か つ
衝 突 初 期 の 衝 撃 力 （ 荷 重 ） を 低 く 抑 え る に は 、 高 剛 性 、 高 発 泡 密 度 の 発 泡 体 か ら な る 衝 撃
エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 が 好 ま し い と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － ２ ０ ８ ３ ８ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
高 剛 性 、 高 発 泡 密 度 の 発 泡 体 か ら な る 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 で 問 題 と な る の は 発 泡 体 の 潰
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れ 残 り で あ る 。 公 知 例 の 発 泡 体 は ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） を ポ ー ラ ス 状 に 変 形 し た も の で
あ る が 、 衝 撃 が 作 用 す る と 気 孔 の ポ ー ラ ス 部 が 潰 さ れ 、 完 全 に 密 な 圧 縮 体 と し て の 潰 れ 残
り が 出 る 。 潰 れ 残 り は 、 発 泡 体 の 容 積 の 約 １ ／ ３ 程 の 完 全 に 密 な 又 は 高 密 度 の 弾 性 に 欠 け
た 圧 縮 体 で あ り 、 衝 撃 エ ネ ル ギ ー の 吸 収 機 能 を 有 し て い な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
近 年 、 自 動 車 の 衝 突 安 全 性 向 上 ニ ー ズ に よ り 、 従 来 に 対 し て 、 よ り 低 い 衝 撃 力 （ 荷 重 ） で
よ り 多 く の 衝 突 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す る 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 が 要 求 さ れ て い る が 、 従 来 の
発 泡 体 を 使 用 し て そ の 要 求 を 満 足 さ せ よ う と す る と 発 泡 体 の 潰 れ 残 り が 更 に 大 き く な る た
め 、 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 の 厚 み （ 荷 重 方 向 の 厚 み ） を 大 と さ せ る 必 要 が 生 じ る 。
こ れ は 、 バ ン パ カ バ ー と バ ン パ リ イ ン ホ ー ス と の 間 の 寸 法 が 大 き く な り 、 自 動 車 の 最 小 回
転 半 径 を 増 大 さ せ か つ 自 動 車 の デ ザ イ ン に 悪 影 響 を 与 え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ れ 故 に 、 本 発 明 は 、 前 述 し た 従 来 技 術 の 不 具 合 を 解 消 さ せ る こ と を 解 決 す べ き 課 題 と す
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 前 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 自 動 車 の 車 幅 方 向 に 延 在 す る バ ン パ リ イ ン ホ
ー ス と 、 中 空 の 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 か ら な り 、 荷 重 を 受 け る と 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 が
バ ン パ リ イ ン ホ ー ス よ り も 先 に 変 形 す る 自 動 車 用 バ ン パ 装 置 で あ っ て 、 バ ン パ リ イ ン ホ ー
ス と 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 と が 個 別 に 成 形 さ れ て お り 、 断 面 多 角 形 の 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収
体 の 前 面 部 の 肉 厚 が 後 面 部 の 肉 厚 よ り 大 で あ る 自 動 車 用 バ ン パ 装 置 を 提 供 す る 。
肉 厚 が １ ． ２ 倍 未 満 と す る と 、 荷 重 ス ト ロ ー ク の 関 係 が や や 右 上 が り の 傾 向 と な り 、 必 ず
し も 好 ま し く な い 。 又 、 肉 厚 が ３ ． ５ 倍 を 超 え る と 、 成 形 が 困 難 と な り 好 ま し く な い 。
こ の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 か ら な る 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 は 、 衝 撃 を 受 け た と き の 潰 れ 残 り が
約 １ 割 以 下 で あ り 、 衝 撃 エ ネ ル ギ ー の 吸 収 効 率 は 極 め て 大 と な る 。 ま た 、 潰 れ 残 り ま で の
荷 重 が ほ ぼ 一 定 で あ る 。
こ れ は 、 小 さ い 厚 み （ 小 ス ペ ー ス ） で 、 走 行 中 の 自 動 車 と 歩 行 者 と の 接 触 初 期 の 衝 撃 力 を
低 く 抑 え 安 定 し た 荷 重 を 得 ら れ る と 同 時 に 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 量 を 効 率 よ く 増 大 さ せ る こ
と を 可 能 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 自 動 車 の 車 幅 方 向 に 延 在 す る バ ン パ リ イ ン ホ ー ス と 、 中 空 の 衝 撃 エ ネ ル
ギ ー 吸 収 体 か ら な り 、 荷 重 を 受 け る と 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 が バ ン パ リ イ ン ホ ー ス よ り も
先 に 変 形 す る 自 動 車 用 バ ン パ 装 置 で あ っ て 、 バ ン パ リ イ ン ホ ー ス と 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体
と が 個 別 に 成 形 さ れ て お り 、 断 面 多 角 形 の 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 の 前 面 部 の 肉 厚 が 後 面 部
の 肉 厚 よ り 大 で あ る 自 動 車 用 バ ン パ 装 置 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
自 動 車 用 バ ン パ 装 置 １ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 の 押 出 形 材 か ら な る バ ン パ リ イ ン ホ ー ス ２
と 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 の 押 出 形 材 か ら な る 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 ３ を 少 な く と も 含 む 。
図 １ に 示 す 例 は 、 車 幅 相 当 の 長 さ を 有 す る バ ン パ リ イ ン ホ ー ス ２ が 断 面 矩 形 の 中 空 本 体 ４
と 、 対 向 す る 前 後 壁 部 を 結 合 し か つ 車 幅 方 向 に 水 平 に 延 在 す る 連 結 壁 部 ５ と か ら な る 。
こ の 中 空 本 体 ４ の 前 壁 部 ４ ａ と 断 面 略 六 角 形 の 中 空 の 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 ３ の 後 壁 部 ９
の 一 部 ９ ａ が リ ベ ッ ト や 溶 接 に よ り 部 分 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
中 空 の 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 ３ は 、 車 幅 方 向 に 延 在 す る 平 坦 な 荷 重 受 け 面 部 ６ を 有 し 、 そ
の 上 部 は 上 壁 部 前 面 部 ７ ａ と 上 壁 部 後 面 部 ７ ｂ か ら な る 山 形 の 上 壁 部 ７ で 構 成 さ れ 、 下 部
は 下 壁 部 前 面 部 ８ ａ と 下 壁 部 後 面 部 ８ ｂ か ら な る 谷 形 の 下 壁 部 ８ で 構 成 さ れ る 。 山 形 の 上
壁 部 ７ と 谷 形 の 下 壁 部 ８ は 、 荷 重 受 け 面 部 ６ に 衝 突 荷 重 が 作 用 す る と 、 上 壁 部 前 面 部 ７ ａ
と 上 壁 部 後 面 部 ７ ｂ 、 下 壁 部 前 面 部 ８ ａ と 下 壁 部 後 面 部 ８ ｂ が そ れ ぞ れ パ ン タ グ ラ フ 状 に
互 い に 接 近 す る よ う に 変 形 す る と と も に 、 人 体 脚 部 と 接 す る 荷 重 受 け 面 部 ６ の 周 囲 を 、 人
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体 脚 部 を 中 心 に 後 方 に 曲 げ 変 形 さ せ エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の 際 、 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 ３ の 後 壁 部 ９ は バ ン パ リ イ ン ホ ー ス ２ の 中 空 本 体 ４ に 一 部
９ ａ の み で 数 ヶ 所 結 合 さ れ て お り 、 自 動 車 と 歩 行 者 と の 衝 突 （ 又 は 接 触 ） 時 、 人 体 脚 部 と
接 す る 荷 重 受 け 面 部 ６ と そ の 周 囲 の 前 面 部 を 、 人 体 脚 部 を 中 心 と し て 後 方 へ 曲 げ 変 形 さ せ
て エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し 、 潰 れ 残 り ま で の 荷 重 増 加 が 小 さ く な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
さ ら に 、 荷 重 受 け 面 部 ６ の 厚 み を 、 そ れ よ り 後 方 に 位 置 す る 後 壁 部 ９ 、 上 壁 部 後 面 部 ７ ｂ
お よ び 下 壁 部 後 面 部 ８ ｂ の ２ ． ５ 倍 と し 、 上 壁 部 前 面 部 ７ ａ お よ び 下 壁 部 前 面 部 ８ ａ の 厚
み を 後 壁 部 ９ 、 上 壁 部 後 面 部 ７ ｂ お よ び 下 壁 部 後 面 部 ８ ｂ の ３ ． ５ 倍 と す る こ と に よ り 、
自 動 車 と 歩 行 者 と の 衝 突 （ 又 は 接 触 ） 時 、 人 体 脚 部 と 接 す る 荷 重 受 け 面 部 ６ と そ の 周 囲 の
前 面 部 を 、 人 体 脚 部 を 中 心 と し て 後 方 へ 曲 げ 変 形 さ せ て エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し 、 潰 れ 残 り ま
で の 荷 重 が ほ ぼ 一 定 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ２ に 示 す 例 は 、 断 面 矩 形 の 中 空 本 体 ４ と 連 結 壁 部 ５ と か ら な る ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の 押 出
形 材 か ら な る バ ン パ リ イ ン ホ ー ス １ ０ （ 図 １ に 示 す バ ン パ リ イ ン ホ ー ス ２ と 同 形 ） と 、 同
材 の 断 面 略 平 行 四 辺 形 の 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 １ １ と か ら な る 。
こ の 中 空 本 体 ４ の 前 壁 部 ４ ａ と 、 断 面 菱 形 即 ち 断 面 略 平 行 四 辺 形 の 中 空 の 衝 撃 エ ネ ル ギ ー
吸 収 体 １ １ の 上 壁 部 後 面 部 １ ２ ｂ 、 下 壁 部 後 面 部 １ ３ ｂ ま た は そ の 結 合 部 の 一 部 が 接 着 剤
や ス ポ ッ ト 溶 接 等 に よ り 部 分 結 合 さ れ る 。 勿 論 、 図 示 し な い 別 部 材 を 介 し て ビ ス 止 め し て
も 良 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
中 空 の 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 １ １ は 、 上 壁 部 前 面 部 １ ２ ａ と 上 壁 部 後 面 部 １ ２ ｂ か ら な る
山 形 の 上 壁 部 １ ２ と 、 下 壁 部 前 面 部 １ ３ ａ と 下 壁 部 後 面 部 １ ３ ｂ か ら な る 谷 形 の 下 壁 部 １
３ と で 構 成 さ れ る 。
上 壁 部 前 面 部 １ ２ ａ と 下 壁 部 前 面 部 １ ３ ａ の 接 合 部 １ １ ａ の 頂 点 が 荷 重 受 け 部 と な り 衝 突
荷 重 が 作 用 す る と 、 略 六 角 形 断 面 と 同 様 に 上 壁 部 前 面 部 １ ２ ａ と 上 壁 部 後 面 部 １ ２ ｂ 、 下
壁 部 前 面 部 １ ３ ａ と 下 壁 部 後 面 部 １ ３ ｂ が そ れ ぞ れ パ ン タ グ ラ フ 状 に 互 い に 接 近 す る よ う
に 変 形 す る と と も に 人 体 脚 部 を 中 心 軸 と し た 車 両 上 下 方 向 の 曲 げ 変 形 に よ り 効 率 よ く エ ネ
ル ギ ー を 吸 収 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
さ ら に 上 壁 部 前 面 部 １ ２ ａ と 下 壁 部 前 面 部 １ ３ ａ の 厚 み を 上 壁 部 後 面 部 １ ２ ｂ お よ び 下 壁
部 後 面 部 １ ３ ｂ の １ ． ２ ～ ３ ． ５ 倍 と す る こ と に よ り 、 自 動 車 と 歩 行 者 と の 衝 突 （ 又 は 接
触 ） 時 、 人 体 脚 部 と 接 す る 荷 重 受 け 面 部 ６ と そ の 周 囲 の 前 面 部 を 、 人 体 脚 部 を 中 心 軸 と し
て 後 方 へ 曲 げ 変 形 さ せ て エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し 、 潰 れ 残 り ま で の 荷 重 が ほ ぼ 一 定 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 示 例 で は 、 中 空 の 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 の 後 壁 部 側 の 一 部 を バ ン パ リ イ ン ホ ー ス と リ ベ
ッ ト や 溶 接 或 い は 接 着 剤 に よ り 部 分 結 合 し て い る が 、 図 示 し な い バ ン パ カ バ ー と 衝 撃 エ ネ
ル ギ ー 吸 収 体 の 荷 重 受 け 面 と を リ ベ ッ ト や 接 着 剤 等 に よ り 部 分 結 合 し て も 良 い 。
ま た 、 バ ン パ リ イ ン ホ ー ス と 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 を ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 の 押 出 形 材 に て
成 形 し て い る が 、 バ ン パ リ イ ン ホ ー ス ２ ， １ ０ は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 や 鉄 系 金 属 （ ス チ ー ル
材 等 ） で 成 形 し 、 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 ３ ， １ １ を ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 や 合 成 樹 脂 或 い は 鉄
系 金 属 （ ス チ ー ル 材 等 ） で 成 形 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 示 例 か ら も 明 ら か な よ う に 、 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 の 断 面 の 総 面 積 に 対 す る ア ル ミ ニ ウ
ム 合 金 材 の 占 め る 比 率 は 小 さ く 、 か つ パ ン タ グ ラ フ 状 の 変 形 を 可 能 と さ せ て い る こ と か ら
、 潰 れ 残 り は 少 な く 、 所 定 の 許 容 値 以 下 の 一 定 荷 重 で 効 率 よ く 衝 撃 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し 、
衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 の 厚 み （ 荷 重 方 向 の 厚 み ） が 小 さ く て も 多 く の 衝 撃 エ ネ ル ギ ー を 吸
収 す る た め 、 歩 行 者 と の 接 触 初 期 の 衝 撃 力 を 低 く 抑 え 、 歩 行 者 の 脚 部 障 害 を 低 減 さ せ 得 る
。
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さ ら に 、 本 発 明 に よ る ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 か ら な る 押 出 形 材 の 使 用 は 、 発 泡 樹 脂 材 を 用 い
る 従 来 例 お よ び 本 発 明 の 出 願 人 よ り 出 願 さ れ か つ こ の 出 願 の 時 点 で は 非 公 開 の 自 動 車 用 バ
ン パ 装 置 （ 特 願 ２ ０ ０ ２ － ０ １ ７ １ ３ ８ ） に 比 し 、 同 じ エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す る た め の 吸 収
体 の 取 付 ス ペ ー ス を 小 さ く で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 、 前 述 の 本 発 明 の 効 果 を 裏 付 け る 本 発 明 の 一 例 の 荷 重 試 験 結 果 を 説 明 す る 。 供 試 体 と
し て 使 用 さ れ た バ ン パ 装 置 は 、 図 ３ に 示 す 断 面 形 状 の も の で 、 バ ン パ リ イ ン ホ ー ス ２ は ７
０ ０ ０ 系 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 の 押 出 形 材 か ら な り 、 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 ３ は ６ ０ ０ ０
系 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 の 押 出 形 材 か ら な る 。
バ ン パ リ イ ン ホ ー ス ２ の 前 壁 部 ４ ａ と 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 ３ の 後 壁 部 ９ が 長 さ （ Ｌ ２ ）
＝ １ １ ０ ０ ｍ ｍ の 位 置 （ 図 ４ 参 照 ） で 溶 接 に よ り 部 分 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ３ に 示 す 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 ３ は 、 高 さ （ Ｈ １ ） ＝ １ ０ ０ ｍ ｍ 、 幅 （ Ｗ １ ） ＝ ４ ５ ｍ
ｍ 、 肉 厚 （ Ｔ １ ） ＝ ２ ． ５ ｍ ｍ 、 肉 厚 （ Ｔ ２ ） ＝ １ ｍ ｍ 、 上 下 部 の 角 度 （ α １ ） ＝ ６ ５ °
で あ り 、 バ ン パ リ イ ン ホ ー ス ２ は 、 幅 （ Ｗ ２ ） ＝ ４ ０ ｍ ｍ 、 肉 厚 は （ Ｔ ３ ） ＝ ２ ｍ ｍ で あ
る 。
ま た 、 バ ン パ リ イ ン ホ ー ス ２ と 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 ３ の 高 さ （ Ｈ １ ） ＝ １ ０ ０ ｍ ｍ 、 長
さ （ Ｌ １ ） ＝ １ ２ ０ ０ ｍ ｍ （ 図 ４ 参 照 ） は 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
比 較 例 １ と し て 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 樹 脂 を 用 い 発 泡 倍 率 を １ ５ 倍 と し た 発 泡 体 を 、 高 さ １ ０
０ ｍ ｍ 、 幅 ８ ０ ｍ ｍ に し て 図 ３ の 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 と 同 断 面 形 状 に 成 形 し た も の を 衝
撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 と し た 。 但 し 、 中 実 形 状 で あ る 。 バ ン パ リ イ ン ホ ー ス ２ は 、 図 ３ の 例
と 同 じ に 成 形 し た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ４ を 参 照 す る 。 長 さ （ Ｌ １ ） １ ２ ０ ０ ｍ ｍ の 供 試 体 ２ ０ の 両 端 部 を 支 え 、 中 央 に ７ ０ φ
の 鉄 パ イ プ ２ １ を 介 し て 、 ３ ０ ｍ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ の 静 的 圧 縮 荷 重 Ｆ を 加 え 、 そ の 変 位 と エ ネ ル
ギ ー 吸 収 量 を 測 定 し た 。 そ の 結 果 を 図 ６ に 示 す 。
鉄 パ イ プ ２ １ は 歩 行 者 で あ る こ と を 想 定 し 、 許 容 最 大 荷 重 は ６ ｋ Ｎ で 、 必 要 エ ネ ル ギ ー 吸
収 量 を ２ ０ ０ Ｊ と 設 定 し た 。
実 線 で 示 す 荷 重 － 変 位 線 図 は 、 本 発 明 例 の も の で あ り 、 荷 重 が 許 容 最 大 荷 重 で あ る ６ ｋ Ｎ
に 達 し た と き の 変 位 は ４ ０ ｍ ｍ で あ り 、 エ ネ ル ギ ー 吸 収 量 は ２ ０ ０ Ｊ と な っ て い る 。 こ の
と き の 潰 れ 残 り は ５ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
そ れ に 対 し 、 発 泡 体 を 使 用 し た 比 較 例 １ は 、 荷 重 が 許 容 最 大 荷 重 で あ る ６ ｋ Ｎ に 達 し た と
き の 変 位 は ６ ０ ｍ ｍ で あ り 、 エ ネ ル ギ ー 吸 収 量 は ２ ０ ０ Ｊ で こ の と き の 潰 れ 残 り は ２ ０ ｍ
ｍ で あ る 。
つ ま り 、 比 較 例 １ は 、 許 容 最 大 荷 重 以 下 で 本 発 明 例 と 同 じ エ ネ ル ギ ー 吸 収 量 を 得 る の に 必
要 な 変 位 が ６ ０ ｍ ｍ で あ り 、 さ ら に 潰 し 残 し ２ ０ ｍ ｍ も 発 生 す る 。 言 い 換 え れ ば 、 要 求 さ
れ る エ ネ ル ギ ー 吸 収 量 で あ る ２ ０ ０ Ｊ を 得 る の に 必 要 な 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 の 厚 み （ 荷
重 方 向 の 厚 み ） は 、 本 発 明 例 が ４ ５ ｍ ｍ で あ る の に 対 し 、 比 較 例 は ８ ０ ｍ ｍ で あ る こ と を
示 す 。
ま た 、 よ り 高 剛 性 、 高 発 泡 密 度 の 発 泡 体 を 使 用 す る こ と に よ り 、 本 発 明 例 と 同 等 の 変 位 で
あ る ４ ０ ｍ ｍ 程 度 で 要 求 さ れ る エ ネ ル ギ ー 吸 収 量 を 得 る こ と も 可 能 で あ る が 、 反 対 に 潰 し
残 り が ３ ０ ｍ ｍ 以 上 に 増 え る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ５ に 、 供 試 体 の 変 形 を 点 線 で 示 す 。 荷 重 が 作 用 す る と 、 荷 重 受 け 面 部 ６ が 中 空 本 体 ４ の
前 壁 部 ４ ａ 側 に 接 近 し な が ら 、 上 下 壁 部 ７ ， ８ の 角 度 α を 小 さ く さ せ て い く 。 や が て 、 荷
重 受 け 面 部 ６ が 中 空 本 体 ４ の 前 壁 部 ４ ａ に 重 な る よ う に な る 。 こ の よ う な 衝 撃 エ ネ ル ギ ー
吸 収 体 の 変 形 は パ ン タ グ ラ フ 状 の 変 形 と 言 う 。
図 ５ か ら も 明 ら か な よ う に 、 バ ン パ リ イ ン ホ ー ス ２ の 変 形 量 は 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 ３ の
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変 形 量 よ り 小 さ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 示 例 で は 、 中 空 の 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 の 後 壁 部 の 一 部 を バ ン パ リ イ ン ホ ー ス と 溶 接 等
に よ り 部 分 結 合 し て い る が 、 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 の 荷 重 受 け 面 と 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体
の 前 方 に 位 置 す る バ ン パ カ バ ー 等 に リ ベ ッ ト や 接 着 剤 に よ り 部 分 結 合 し て も よ い 。
ま た 、 バ ン パ リ イ ン ホ ー ス と 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 を ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 の 押 出 形 材 に て
成 形 し て い る が 、 バ ン パ リ イ ン ホ ー ス は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 や 鉄 系 金 属 （ ス チ ー ル 材 等 ） で
成 形 し 、 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体 を ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 や 合 成 樹 脂 或 い は 鉄 系 金 属 （ ス チ ー ル
材 等 ） で 成 形 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 例 の 自 動 車 用 バ ン パ 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 二 実 施 例 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 供 試 体 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 テ ス ト 装 置 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 供 試 体 の 変 形 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 荷 重 と 変 位 量 並 び に 吸 収 エ ネ ル ギ ー の 関 係 を 示 す グ ラ フ 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 自 動 車 用 バ ン パ 装 置
２ ， １ ０ 　 　 バ ン パ リ イ ン ホ ー ス
３ ， １ １ 　 　 衝 撃 エ ネ ル ギ ー 吸 収 体
４ 　 　 中 空 本 体
４ ａ 　 　 中 空 本 体 前 壁 部
５ 　 　 連 結 壁 部
６ 　 　 荷 重 受 け 面
７ ， １ ２ 　 　 上 壁 部
７ ａ ， １ ２ ａ 　 　 上 壁 部 前 面 部
７ ｂ ， １ ２ ｂ 　 　 上 壁 部 後 面 部
８ ， １ ３ 　 　 下 壁 部
８ ａ ， １ ３ ａ 　 　 下 壁 部 前 面 部
８ ｂ ， １ ３ ｂ 　 　 下 壁 部 後 面 部
９ 　 　 後 壁 部
９ ａ 　 　 部 分 結 合 後 壁 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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